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( 1 ) 

の
蔀
長
安
。
そ
こ
に
住
む
百
寓
を
超
え
る
人
々
の
搭
野
の
一
行
難

治

i
i撒
市
議
原
は
、
唐
詩
の
世
界
に
あ
っ
て
も
、
李
商
憾
の
「
祭
遊
票
」

持
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
作
品
が
、
た
ち
ま
ち
脳
裡
に
患
い
う
か
ぶ

ほ
ど
、
部
長
安
を
い

n
歌
枕
が
で
あ
っ
た
と
評
し
て
よ

(
耳
日
呂
田
坊
の
東

長
安
域
内
で
最
も
地
勢
が
高
く
、

半
分
〉
ハ
通
善
坊
〉
・
芙
蓉
閑
ハ
患
者
の
離
宮
南
苑
〉
な
ど
と
と
も

に
、
慶
大
な
由
江
治
ハ
周
七
襲
、
占
地
三
十
明
〉
を
中
心
と
す
る
景
勝
地

匿
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
捨
選
康
を
詠
ん
だ
詩
の
な
か
に

ハ
2
〉

は
、
し
ば
し
ば
曲
江
池
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
長
安
域
内
東
南
部
一
の

地
で
あ
る
。
張
設
の
詩
に
は
、

震
蔀
長
安
幾
灘
原
詩
考
(
植
木
〉

植

久

木

行

繁
選
形
勝
地

融
市
選
法
形
勝
の
地

郊
宮
を
安
一
一
む

と
歌
わ
れ
て
い
る

q
z一
見
二
十
日

風
学
b
a

律
一
一
一
月
三
百
〕

援
母

(
3
)
 

訟

村

昂

の

調

査

に

よ

れ

ば

、

の

な

か

に

は

、

遊
園
・
業
遊
離
を
詩
題
と
し
た
作
品
が
、
す
べ
て
二
十
市

で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
一
十
八
家

四
首
を
教
え
、
詩
中
に
出
現
す
る
場
合
を
加
え
る
と
、
さ
ら
に
五
家

念
場
ナ
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
中
晩
寝
期
の
白
岩
易
と
杜
牧
が
そ

れ
ぞ
れ
二
言
、
李
蒔
騒
が
四
首
も
作
っ
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
ち
注
目

ハ
S
〉

き
現
象
で
あ
る
母
事
調
躍
は
若
い
こ
ろ
、

お
ぽ

春
夢
凱
れ
て
記
え
ず

登

る

こ

に

重

な

る

撲
選
原
・

春
原
登
己
重
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箪玄門
と
歌
う
ハ
「
撲
選
議
」
)
。
ま

滋
原
春
望
」
…
詩
の
な
か
で
、

繁
遊
原
上
壁
一
繁
遊
頭
上
よ
り
謹
め
ば

霊
童
帝
城
春
墓
み
童
く
す
帝
城
の
春

始

め

地

な

る

を

費

ゆ

の
不
遇
な
詩
人
、
誤
得
仁
は
、

業
選
震
の
名
は
、

が
一
蹄
爵
二
一
年
ハ
前
五

す
る

Q
諜
欝
b

巻
入
、
宣
帝
紀
〉
。

巻
一
む
よ
れ
ば
、
艶
麗
な
紅
い
花
を
つ
け
る
野
総
樹
ハ
パ
ラ

科
〉
が
自
生
し
、
汗
車
思
の
静
物
、
首
稽
に
お
お
わ
れ
た
美

し
い
離
宮
で
あ
っ
た
。
首
時
の
蔀
長
安
の
、
東
中
間
郊
外
十
数

キ
ロ
の
地
で
為
る
。
嘗
時
す
で
に
、
議
伐
の
曲
江
池
の
龍
身

と
な
る
顎
も
あ
っ
て
、
い
わ
ば
、
水
と
織
に
あ
ふ
れ
た
郊
外
の

で
あ
っ
た
9

柴
遊
苑
の
地
は
、
じ
つ
は
秦
代
、
主
審
苑
や
{

こ
ろ
で
あ
る
。
二
註
皇
帝
胡
亥
ハ
前
二
一

O
J前一

か

な

ら

ぬ

こ

の

離

宮

の

な

か

続長安按復原図 (r中器会代建費史』より〉

窟
に
酔
は
ざ
る
人
無
か
る
べ
し

雲
開
い
て
嬰
関
麗
し
く

椀
映
九
消
滅
拐
校
、
じ
て
九
衛
新
た
な
り

愛

詑

頻

来

往

此

を

愛

し

て

頻

り
w
h

来
往
す

多
関
逐
此
身
多
関
批
の
身
を
一
巡
ふ

と
歌
い
、
に
罰
す
る
深
い
愛
着
心
を
表
白
し
た
。

際
無
一
小
醇
入

(2) 

宣
帝
公
約
八
七
J
前
七
百
年
在
位
〉

た
柴
遊
苑
に
出
来

れ
た
と

は
、
ほ

埋
葬
さ
れ
た
。



け
ん
し
ゅ

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
は
、
「
斡
首
ハ
農
民
の
椴
〉
を
以
て
二

世
を
杜
南
の
苑
中
に
葬
る
」
と
あ
る
。

宜
春
宮
と
宣
春
苑
拭
、
漢
怜
そ
の
ま
ま
議
承
さ
れ
た
。
武
帝
会
則
一

四一

J
鶴
八
七
年
在
住
〉
は
、
一
日
山
対
安
域
外
の
長
楊
官
の
ほ
と
り
で
狩
瀕
し

た
麗
途
、
円
札
中
神
宮
に
た
ち
ょ
っ
た
。
〉
こ
の
と
き
、
著
名
な
賦
家
、
司
罵

招
如
は
、
「
秦
の
一
一
世
を
京
し
む
賦
」
を
作
り
、
好
臣
を
信
じ
て
関
家

あ

け

が

安
滅
亡
さ
せ
た
皇
帝
の
、
「
蕪
れ
穣
れ
た
る
い
境
情
嘆
い
た
と

い
う
。
し
か
し
、
こ
の
竪
史
的
事
質
は
、
後
設
の
ち
の
意
識

に
辻
、
ほ
と
ん
ど
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
。

可
罵
相
如
の
賦
の
な
か
に
は
、
嘗
時
の

て
い
る
c

武

帝

の

一

行

た

長

い

援

を

脅
な
り
あ
う
宮
設
の
、
し
て
そ
び
ゆ
る
な
か
へ
と
入
り
ゆ
く
。

な

が

な

か

す

し

ん

し

由
江
の
陪
き
苅
を
前
に
し
て
、
参
議
と
し
て
高
く
抵
く
つ
ら
な
る
移
南

山
の
山
な
み
を
眺
め
や
る
i
i
i
c
句
中
の
「
昌
江
」
に
は
、
発
来
、
回

・
普
通
名
詞
の
ニ
読
が
あ
る
が
、
い
ず
に
し
ろ
、
そ
の
湖
が

た
昌
江
池

時
(
札
談
結
之
長
阪
令

臨
詣
江
之
限
州
特
J

金
入
曾
官
之
瑳
蛾

3 

震
審
員
安
搬
用
潜
原
詩
考
ハ
撞
木
〉

援
子
が
戎
の
ご
と

り

身
で
あ
る
こ
と

繁
遊
苑
の
議
替
は
、
の
宜
春
宮
と
立
春
苑
を
新
た

な
お
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
ハ
韓
大
畠
『
薙
録
』
餐
六
、
宜
春
苑
の

諜
参
照
〉
。
の
ち
に
は
、
こ
の
慶
大
な
繁
議
苑
の
一
角
に
、
宜
帝
を
記
る

欝
遊
廟
が
作
ら
れ
た
。

掛
川
遊
と
誌
、
ど
ん
な
意
味
で
、
あ
ろ
う
か
。
『
漢
調
口
出
品
帝
紀
に
よ
れ

ば
、
宜
替
は
即
位
す
る
読
む
若
き
日
、
蔀
の
南
郊
外
、
社
懸
ハ
京
兆
府
〉

や
事
蘇
ハ
抗
風
府
〉
の
、
あ
た
り
を
好
み
、
お
お
む
ね
下
社
広
神
在
し
て
い

た
と
い
う
。
下
社
と
は
、
宜
春
苑
の
あ
っ
た
地
名
で
あ
る

Q
難
録
い
巻

六
〉
む
つ
ま
り
、
濃
い
の
こ
字
は
、
宣
帝
吉
身
が
自
由
気
ま
ま
に
繁

弘
、
遊
ん
々
へ
の
な
つ
か
し
み
を
こ
め
た
表
現
の
で
あ
ろ

う

。

こ

顔

部

吉

注

笠

寄

紀

〉

に

、

繁

洛
の
反
」
と
す
る
の

と
こ
ろ
で
、
北
宋

ハ
謹
岳
撰
)
に
は
、

来

一
に
引
く

宣
帝
・

0

菌
葬
ハ
地
〉
鶏
名
。

と
お
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
の
奨
遊
廟
は
、
そ
の
稜
墓
「
社
設
」

(
柴
山
浩
閣
の
夏
期
〉
の
所
在
地
譲
毘
」
に
ち
な
む
名
稽
と
お
問
。
し

か
し
お
そ
ら
く
、
こ
の
柴
遊
里
な
る
名
桝
白
韓
も
、
宣
帝
の

い
地
名
な
の
で
為
ろ
う
c

い
出
を
こ
め

立
爵
於
由
江
油
北
、



4 

中
関
詩
文
論
叢

第
六
集

( 3 ) 

業
遊
苑
や
柴
遊
廟
の
あ
っ
た
高
京
|
|
'
柴
遊
療
は
、
需
産
時
代
、
蔀

域
の
位
置
の
嬰
遷
に
と
も
な
い
、
そ
り
主
要
な
罷
分
は
、
郊
外
か
ら
域

内
へ
と
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
業
遊
震
は
、
慈
に
住
む
人

々
に
と
っ
て
、
遠
出
す
る
必
要
の
な
い
格
好
の
域
内
の
行
築
地
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
唐
代
の
繋
遊
療
の
且
〈
盤
的
な
位
震
を
確
認
し
て
お
き
た

い

。

披

九

齢

の

「

柴

遊

療

に

に

は

、

城
陽

場
所
を
よ
り
'
限
定
し
た
文
獄
と
し
て
は
、
の
沈
既
済
撰

博
」
(
七
八
一
年
昨
〉
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
宗
の
天
質
九
載

(
七
五

O
〉
夏
六
月
の
こ
と
と
し
て
、
「
鄭
子
、
に
乗
り
て
東
し
、
昇

一
午
〈
坊
〉
の
北
門
を
入
る
:
:
:

ま
り
、
葉
遊
園
は
、
昇
平
坊
内

っ
た
。
こ
の
場
合
の
柴
遊
閣
と
は
、

た
地
を
指
そ
う
。
沈
既
慣
は
、
『
叫

あ
り
、
そ
の
記
述
は
信
愚
性
が
高
い
。

ま
た
唐
の
韓
楊
撰
『
天
文
要
集
h

Q
太
平
御
覧
』
巻
一
九
七
所
主
〉
の
逸

文
に
は
、宜情
立
廟
曲
、
江
之
北
、

世。

名
目
柴
遊
属
、

と
あ
る
。
つ

ハ
坊
内
の
東
半
合
〉
に
あ

お
そ
ら
く
漢
代
の
撲
選
廟
の
あ
っ

た
史
撃
者
で
も

自
今
昇
卒
坊
内
基
監
、
是

と
あ
り
、
の
柴
遊
廟
の
跡
が
昇
平
坊
内
に
残
存
す
る
こ
と
を
指
携
す

る
。
こ
の
貼
は
、
宜
帝
紀
の
顔
諦
古
迂
も
同
じ
で
あ
る
。
北

の
宋
敏
求
撰
巷
八
、
昇
一
千
坊
に
は
、
「
東
北
鶴
、
謹
繁

と

あ

る

。

跡

は

、

岩

代

な

お

窺

・

存

し

て

い

た

わ

り

為

、

で

あ

っ

た

ら

し

〈機

し、 ずこ
O め

そ
の

(4) 

の
〈
吋
五
議
い
惑

の
柴
遊
崩
は
、
亦
た
繁
議
苑
と
名
づ
け
、

く
L

と
あ
る
c

業
遊
臨
腕
・



か
ろ
う
か
。

長
安
域
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
龍
首
原
の
支
服
が
東
西
方
向
に
ふ
ハ
繰
の

高
稜
ハ
護
地
〉
を
作
り
出
し
、
東
南
部
の
地
勢
が
最
も
高
く
、
西
北
に
す

す
む
に
つ
れ
て
、
地
勢
は
下
降
し
て
い
た
。
こ
の
六
僚
の
整
地
は
、
六

関
・
ム
ハ
壊
な
ど
と
韓
議
さ
れ
、
需
の
大
興
域
ハ
2
唐
の
長
安
城
〉
の
設
計

え
零

宇
文
慢
は
、
こ
の
地
勢
を
易
の
乾
の
蜂
ハ
一
一
一
一
一
一
〉
に

て

て

都

城

プ

ラ

ン

し

た

と

い

う

の
原
詑
な
ど
)
。

代
、
全
く
同
意
と
し
て
漫
罵
さ
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

北
隅
の
繁
遊
廟
H
繁
遊
間
H
柴
遊
擦
と
い
う
比
定
は
、
か
な
り
お
お
ま

か
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
常
識
的
に
い
っ
て
も
、
一
般
に

H

鈷
u

よ
り
も
H

酷
N

を
構
成
す
る
。

故
地
を
中
較
と
し
つ
つ
、

の

5 

出
総
務
長
安
築
港
原
詩
考
ハ
様
木
)

ζ罵.iE株 f唐長安域総体布局的地理特設jより〉

士
心
』
巻

に
よ
れ

い
わ
ゆ
る
上
九
の
華
強

ら
域
内
へ
と
入
り
、

り
の
第
六

盤
の
ぺ
啓
夏
門
」

浮

間

〈

大

難

塔

〉

付

近

で

東

北

へ

漢

の

宣
膏
遊
廓
の
あ
る
地
ハ
昇
平
坊
東
北
際
〉
を
通
っ
て
、
長

安
域
東
壁
の
ぺ
延
興
門
」
外
一
へ
と
神
び
て
い
た
。
上
九
の
番

地
は
、
六
関
の
な
か
で
最
も
高
く
、
標
高
は
昭
一
一
一

O
J四
盟

O
メ
!
ト
立
川
後
に
お
よ
ぶ
。
そ
し
て
繁
選
一
舗
の
故
一
地
は
、

の
H

鰻
頭
u

式
の
突
出
し
た
形
態
を
も
ち
、
四
五

O
メ

て
い
允
。

六間関

ー
ト
レP
F
 

こ

の

上

九

に

辻

、

(

新

昌

坊

の

~

東

南
隅

γ
蓮
華
尼
寺
ハ
昇
掻
坊
西
北
鵠
)
な
ど
が
建
立
さ
れ
、
議
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蓋
地
で
あ
っ
た
た
め
、
避
暑
や
説
撃
に
す
ぐ
れ
て
い
た
c

ち
な
み
に
、
大
経
塔
が
怒
か
な
能
壌
に
富
む
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

高
藤
構
造
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
が
、
じ
つ
は
そ
の
場
所
が
上
九
の
喜
一
地

で
あ
っ
た
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

北
宋
の
張
謹
の
「
遊
城
南
記
」
(
一

O
八
六
年
作
〉
の
原
注
に
は
、

業
遊
之
南
、
由
江
之
北
、
新
品
坊
有
青
龍
寺
。
北
枕
高
探
、
前
封

南
山
、
震
設
挑
之
絶
勝
。

と
あ
る
む
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
張
麓
は
、
昇
卒
坊
の
東
北
隣
の
新
昌
坊
の

東
南
部
に
泣
置
す
る
名
制
青
龍
寺
を
、
明
ら
か
に
繁
遊
原
の
南
斜
出
に

位
寵
し
た
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
。
要
す
る
位
、
繁
遊
原
と
は
、
犠
府
議

廟
の
あ
っ
た
昇
卒
坊
の
東
北
鵠
を
中
…
核
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
興
識
の
山

〈新

ω
?
井
道
・
昇
平
・
宣
卒
〉
の
一
部
を
農
く
含
め
た
ら
し
い
。
今
日
、

中
閣
の
墜
史
地
理
研
究
家
の
武
結
論
や
曹
醸
琴
な
ど
も
、

解
で
あ
る
。

(5) 

こ
う
し
の
柴
選
原
の
解
樟
と
関
連
し
て
興
味
潔
い
の
は
、

吋
一
長
安
志
』
者
八
、
界
都
1

場
東
北
鵠
の
山
細
川
遊
顛
」
の
原
注
で
あ
る
。

高
原
上
、
議
社
命
有
。

後
賜
寧
・
申
・
蚊
・

見

四
警
寛
敵
。
京
城
之
内
、
僻
説
指
掌
9

の
一
部
は
、
元
十
年
〈
七
ニ
ニ
)
の
作
と
さ
れ
る
章
逮
撲

同
の
議
文
の
な
か
に
も
見
え
る
G

お
そ
ら
く
、
そ
の
大
争

記
』
の
記
述
な
畿
承
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
Q

則
夫
武
后
の

朝
の
長
安
年
間
(
七
O
一
i
七
O
四
〉
、
娘
の
太
平
公
主
が

に
亭
を
築
い
て
遊
賞
し
た
。
開
元
元
年
ハ
七
二
号
、
謀
反
の

罪
を
悶
わ
れ
た
太
卒
公
主
が
玄
宗
に
よ
っ
て
露
刑
さ
れ
る
と
、
そ
の
亭

は
玄
宗
の
兄
弟
た
ち
、
寧
主
憲
・
申
王
馬
・
絞
王
範
・
欝
王
業
に
興
え

ら
れ
た
と
い
う
。
公
主
の
謀
反
事
件
の
と
き
、
鼓
王
範
や
酔
王
業
は
、

そ
の
平
定
に
協
力
し
て
い
る
。
公
主
の
繁
遊
原
上
空
苧
(
お
そ
ら
く
多
く

の
亭
喜
一
や
議
離
を
も
っ
康
大
な
間
林
地
・
別
迭
さ
を
兄
弟
た
ち
に
賜
興
し
た

の
辻
、
論
功
行
賞
の
意
味
あ
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
に
違
い
な
い
。

大
卒
公
主
と
柴
遊
東
と
の
関
係
は
、

主
俸
の
な
か
に
も
、

其
地
、

一
ニ
、
諸
積
公

蛤
、
主
(
太
平
公
主
〉
作
観
浩
柴
遊
京
、

寧
・
申
・
岐
・
欝
四
王
。
都
人
裁
被
験
其
地
。

と
あ
る
。
額
や
池
を
も
っ
繁
遊
原
上
の
別
業
ハ
宴
選
に
供
さ
れ
る
傾
向
の

強
い
築
関
〉
の
賜
輿
が
恩
賞
や
鱗
柔
〈
玄
宗
は
克
の
驚
や
換
を
さ
し
お
い
て

即
位
し
た
〉
の
意
味
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
武
伯
総
の
指
摘
す
る
ご
と
く
、

そ
の
悶
林
の
範
寵
は
、
コ
定
是
線
大
的
」
で
嘉
っ
た
と
考
え
る
の
が

既
致
、

賜



自
然
で
為
ろ
う
。

公
主
の
融
市
選
東
上
の
に
比
定
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
作
品
群
が

現
存
す
る
。
『
文
苑
英
華
』
ヱ
七
六
に
牧
め
る
李
幡
・
蘇
嫡
・
沈
恰

期
・
宋
之
関
・
十
字
父
・
意
立
・
李
霞
・
部
昇
ら
の
「
奉
和
《
-
初
春
事

太
平
公
主
捕
荘
》
雁
制
」
詩
が
、
そ
れ
で
あ
る
(
こ
の
う
ち
ニ
設
は
、
李

嬢
龍
撰
と
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
所
牧
〉
む
こ
の
八
詣
り
詩
は
、
太
卒
公
主
が

皇
帝
の
鵠
と
し
て
樺
勢
を
ふ
る
っ
た
中
京
ハ
七
O
五
J
七
O
九
年
程
位
〉
期

(お〉

の
締
結
部
詩
で
島
る
こ
と
は
、
詩
中
の
表
現
か
ら
見
て
疑
い
な
い
。

そ
し
て
こ
の
公
主
の
南
薮
を
、
前
引
の
「
繁
遊
原
の
麗
池
」
と
見

な
す
設
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
の
戸
崎
允
関
ハ
一
七
二
回
J

一八
O
大〉

の
足
霊
山
砦
詩
選
h

巻
五
や
久
採
天
鑓
吋
躍
詩
選
薪
樺
』
(
一
九
O
入
年
、

博
文
館
)
な
ど
に
見
え
る
。
今
日
通
行
す
る
龍
野
直
移
吋
唐
詩
選
恥
ハ
岩

波
文
惑

γ
目
・
諮
問
誠
『
憲
詩
選
恥
(
明
治
謹
院
)
・
中
島
敏
夫
ほ
か
句
麗

持
選
』
下
ハ
署
浦
河
枇
〉
な
ど
は
、
高
木
正
一
の
「
且
思
想
宮
廷
詰

と
七
一
百
鐸
詩
の
務
成
」
と
と
も
に
、
戸
崎
免
明
ら
の
設
を
議
承
し
、
長

安
潜
郊
の
梁
選
原
の
別
荘
を
指
す
と
考
え
て
い
る
c

つ
ま
り
、
わ
が
盟

の
『
庸
詩
選
』
の
注
樺
書
類
は
、
お
お
む
ね
業
遊
原
の
基
本
義
ハ
長
安

域
内
の
昇
平
坊
の
東
北
隅
を
中
心
と
す
る
関
連
地
域
〉
に
言
及
せ
ず
、

い
会
』

長
安
の
商
郊
に
あ
っ
た
と
論
じ
て
お

り
、
明
ら
か
に
基
本
義
へ
の
言
及
が
依
如
し
て
い
る
。

な
号
、

と
い
う
以

7 

勝
郵
長
安
撒
府
議
原
詩
考
ハ
楠
木
)

こ
こ
で
、
「
《
一
初
春
、
太
平
公
主
の
南
廷
に
和
し
奉
る
、
臆

鋭
い
詩
の
内
務
を
少
し
見
て
み
よ
う
。
蘇
頚
の
詩
の
言
句
に
は
、
「
・
ギ

第
の
山
内
覇
市
こ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
宋
之
問
の
言
聯
に
い

》フ、

務
下
〉

「
青
門
い
と
は
、
長
安
域
の
東
門
ハ
清
の

し
ろ

を
廉
く
指
す
。
「
素
漣
」
と
は
、
本
の
色
り
素
き
濯
水
を
指
し
長
安

城
の
東
郊
約
五
キ
ロ
の
地
を
北
流
す
る
。
宋
之
関
詩
の
第
六
匂
に
、

「
酒
は
高
山
に
近
く
し
て
一
一
部
杯
を
作
す
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
公
主

の
設
け
た
南
荘
内
の
宴
震
は
、
長
安
の
南
郊
に
つ
ら
な
る
柊
南
山
に
近

く

Q
古
唐
詩
合
解
』
参
照
〉
、
そ
れ
で
い
わ
ゆ
る
関
山
の
書
杯
へ
と
、

想
が
自
黙
に
展
開
す
る
わ
け
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

く

る

と

、

窪

集

の

舞

塞

の

は

、

長

安

の

東
南
郊
外
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
c

長
安
の
東
郊
外
、
鑑

水
や
撞
水
の
ほ
と
り
は
農
代
、
皇
族
や
貴
族
た
ち
の
遊
賞
・
安
集
に
供

さ
れ
る
池
林
・
園
事
が
多
く
集
中
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
意

味
で
も
南
荘
の
比
定
場
所
に
ふ
さ
わ
し
い
(
諮
饗
吋
麿
詩
の
風
土
返

公
主
の
南
廷
を
、
長
安
郊
外
の
繁
遊
票
上
に
比
定
す
る
設
が
、

付
近
の
謹
史
地
理
に
暗
い
詑
揮
者
た
ち
が
陥
っ
た
共
通
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中
園
詩
文
論
叢

第
六
集

あ
る
と
、
一
蹴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
る
る
。
公
主
の
「
観
抱
一

が
死
後
、
玄
宗
の
四
人
の
兄
弟
に
賜
輿
さ
れ
た
事
費
を
思
い
お
こ
す

と
、
衣
の
二
つ
の
記
事
が
注
自
さ
れ
て
く
る
。

侍
臣
日
下
、
諜
子
春
明
門
外
寧
王
憲
之
露
連
。

ハ
『
奮
法
書
』
巻
入
、
玄
宗
本
記
、
関
一
克
十
八
年
の
篠
)

林
亭
留
選
、
平
於
都
邑
。巷一

O
六
、
李
林
帯
惇
〉

じ
つ

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
出

均、、
Q

守中ん

lLWか

く

し

て

、

に

誌

、

寺

長

安

域

内

の

東

北

隅

周

議

の
地
を
指
す
基
本
義
の
ほ
か
に
、
参
域
外
に
ひ
ろ
が
康
識
の
用
法
と

が
同
時
に
怠
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
①
と
②
が
、
@

と
も
に
漢
代
の
祭
遊
苑
の
設
地
で
あ
る
こ
と
、
@
い
わ
ゆ
る
上
九
の
喜
一

地
の
延
長
続
上
に
あ
る
こ
と
、
の
一

こ
の
意
味
で
は
、
一
冗
の
畝
仰
天
際

巻
四
に
、

と
に
も
よ
る
。

繁
遊
園
、
在
京
城
清
龍
坊
。
有
宜
帝
柴
遊
廟
基
社
告

の
奇
矯
な
記
述
も
、
@
⑥
の
ニ
つ
の
捺
件
を
満
た
し
て
い
る
9

文
中
の

「
清
龍
坊
」
が
青
龍
坊
の
誤
靴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
地
は
慈
恵
寺

の
あ
る
菅
昌
坊
の
東
南
に
あ
た
り
、
慈
患
寺
へ
と
通
じ
る
曲
江
誌
の
支

流
が
通
っ
て
い
た
ハ
曲
池
坊
の
北
)
。

(6 ) 

の
名
に
「
梁
遊
都
」
の
、
従
来
の
え
定
場
所
に
つ
い

て
鰯
れ
て
お
き
た
い
。
郷
と
は
、
懸
以
下
の
行
政
車
生
を
い
い
、
五
百

戸

な

一

郷

、

一

誌

も

と

づ

く

名

稽

で

あ

る

。

っ

て

い

る。

と

の
名
は
、

の
な
か
に
、
「
灘
州

属

す

る

郷

で

あ

る

以

上

、

の

域

外

付

近

の

地

で

あ

る

は

ず

で

あ

る

。

当

の

患

い

〈

一

人

春
二
に
牧
め
る
「
唐
趨
域
圏
」
で
辻
、
そ
の
買
在
地
を
、



郊
、
南
壁
の
中
央
の
明
徳
門
の
地
か
ら
長
安
城
東
端
に
至
る
郊
外
に
位

け
、
「
案
ず
る
に
、
郷
は
嘗
に
域
南
に
附
近
す
ベ

L
。
繋
選
療
を

り
い
と
す
る
む
こ
の
設
は
お
そ
ら
く
、
一
疋
の
事
好
文

の
西
南
、
明
徳
門
よ
り
聞
の
地
〉
を
つ

つ
、
高
年
鰐
に
所
属
す
る
黙
を
加
味
し
て
比
定
し
た
ら
し
い
s

そ
の
比

定
場
所
は
、
武
伯
倫
の
「
署
長
安
郊
区
高
年
・
長
安
懸
懇
皇
位
置
一
不
意

闘
い
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
島
る
。

のみ仇
、

外
ハ
長
安
城
の
挺
興
門
か
ら
鵠
江
誌
の
東
に
護
る
城
外
の
地
〉

公
主
の
繁
遊
原
の
観
池
が
東
海
郊
外
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
愛
宕
設
の
ほ
う
が
よ
り
よ
く
患
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
設
は
い
ず

れ
も
よ
遠
の
@
@
の
二
諜
件
を
満
た
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
最

終
的
な
決
め
手
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
申

( 7 ) 

さ
て
こ
こ
で
、
昇
卒
坊
の
東
北
隅
周
議
の
地
を
指
す
繁
遊
原
の
、

代
に
お
け
る
賓
態
や
イ
メ

i
ジ
を
探
っ
て
み
た
い
。
安
史
の
箆
が
お
こ

る
以
前
の
唐
前
半
期
、
業
遊
壊
は
の
上
巳
箆
や
九
月
九
日
の

タ

臨

m
都
長
安
繁
譲
渡
詩
考
ハ
拙
樹
木
〉

重
陽
節
に
な
る
と
、
盛
大
な
い
ぶ
ち
を
み
せ
た
。
し
か

は
、
住
民
の
少
記
い
、
野
草
や
樹
木
の
生
い
茂
る
荒
れ
地
で
あ
り
、
と

く
に
基
地
の
多
い
壌
撞
で
あ
っ
た
。
昇
卒
坊
の
東
北
隅
に
は
、
漢
の
突

っ
た
ハ
前
述
〉
。
沈
既
演
の
「
在
氏
博
」
に
よ
れ
ば
、

い
た
器
窓
は
、
こ
の
付
近
に
易
今
、

ハ
荒
れ
た
畑
〉
の
みま、

〈
野
草
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
鄭
子
に
告
げ
た
胡
人
の

「
蹟
嬉
(
く
ず
れ
た
土
塀
〉
・
棄
地
ハ
あ
き
地
〉
に
し
て
第
宅
な
し
」
と
あ

る
。
天
費
九
載
ハ
七
五
O
〉
の
話
で
あ
る
。

こ
う
し
た
撲
選
期
付
近
の
獣
況
は
、
一
良
憲
回
の
「
繁
遊
原
に
設
り
て

討
を
欝
ふ
い
詩
の
な
か
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
宜
帝
の
錐
つ
い
え

去
り
、
そ
の
儀
祉
の
み
残
る
、
と
歌
っ
た
の
も
、

昔
簿
業
遊
苑
昔
は
柴
遊
の
苑
震
る
も

今
震
猿
兎
国
今
は
狐
兎
の
冨
震
り

ぼ

く

と

今

つ

ど

朝
に
は
牧
竪
ハ
牧
童
〉
の
集
ふ
を
見

の

(
虫
剤
〉
の
少
予
、
天
費
時
に
詑
え
い

す
れ
ば
、
「
笹
氏
博
」
の
背
景
と
な
っ
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
り
あ
う
こ

と
に
な
り
、
「
今
は
狐
や
兎
の
罷
免
り
」
と
い
う
措
湾
も
、
「
江
弘
氏
惇
」
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中
関
詩
文
論
叢

第
六
集

比
訪
ハ
界
選
坊
〉
南
街
、

絶
無
人
住
。

と
あ
る
む

そ
し
て
昇
道
場
の
北
隣
の
新
昌
坊
に
あ
っ
た
名
刺
龍
寺
の

襲
感
寺
」
は
、
惰
の
大
輿
域
ハ
H
唐
の
長
安
城
〉
諮
り
と
き
、
新
都

建
設
議
定
地
内
に
あ
っ
た
古
い
墳
墓
一
を
揺
り
、
返
し
て
域
外
に
移
し
、
そ

れ
を
洪
養
す
る
た
め
認
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
ご

と
く
、
議
感
寺
の
あ
る
場
所
は
柴
濯
原
の
南
斜
面
に
あ
た
る
高
燥
の
蓋

地
で
あ
り
、
漠
代
以
来
、
都
郊
外
の
有
名
な
埋
葬
地
帯
で
あ
っ
た
。
中

舗
で
は
、
墳
墓
は
古
来
、
都
邑
の
域
外
に
い
と
な
む
の
を
原
則
と
し

た
9

大
興
域
趨
替
の
さ
い
、
で
き
る
摂
り
墳
墓
を
掘
り
返
し
て
郊
外
へ

移
し
た
が
、
こ
の
東
寵
部
は
高
燥
の
諜
一
地
で
岩
生
に
遁
さ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
墳
慕
が
あ
る
程
度
残
存
し
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
a

ち
な
み
に
、
の
春
明
門
や
祇
興
門
の
外
に
も
、

境
基
が
貼
在
し
て
い

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
撒
ポ
遊
窮
の
遺
跡
が
残
存
し
た
昇
平
場
東

北
隅
周
溝
の
地
は
、
墳
墓
の
多
い
荒
原
で
あ
っ
た
む
狐
は
吉
来
、
墳
墓

の
あ
る
地
り
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
、

の
地
こ
そ
狐
の
出
授
に
ふ
さ
わ
し
い
。
昇
一
や
誌
の
四
隣
に
あ
た

坊
に
も
、
性
悪
な
狐
が
住
ん
で
い
た
9

初
・
震
の
詩
人
窓
際
隣
(
六
一
ニ
0
9・

2
六
八
O
?〉
の
「
七
日
登
奨
遊
故
慕
い
の
存
在
も
注
意
さ
れ
て
よ

こ
う
し
た
柴
遊
京
の
寅
態
は
、
の
高
い
都
の
な
か
で
、
貧
苦
に

あ
え
ぐ
人
々
の
庭
生
地
と
な
れ
ソ
う
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
省

て

科

事

を

め

ざ

し

た

、

も

と

僧

侶

張

籍

の

詩
の
な
か
で
、

簸
落
荒
涼
儲
僕
観
鑑
落
荒
涼
と
し
て
童
僕
飢
え

業
選
原
上
住
多
時
撲
選
康
上
住
む
こ
と
多
時

と
歌
わ
れ
る
ご
と
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
操
選
東
の
ほ
と
り
に
在
ん
で
い

た
c

買
島
託
、
新
品
坊
の
青
龍
寺
に
神
悲
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
繁

遊
原
付
近
と
は
深
い
縁
が
あ
っ
た
。
買
島
の
機
遊
吋

韓
的
な
位
謹
に
つ
い
て
は
、
事
嘉
吉
「
貰
島
年
議

ハ
M
H
〉

年
・
長
安
蘇
郷
盟
考
」
・
曹
爾
琴
「
説
庶
民
安
的
主
同

ず
で
広
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
李
と
樹
岡
山

門
外
の
鵠
首
郊
に
比
定
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

坊
」
設
が
最
も
す
ぐ
れ
る
G

武
伯
論
も
撤
回
爾
琴
も
、

い
な
い
ら
し
く
、

の
住
ま
い
の

・
武
伯
論
「
唐
寓

の

が

、
の
「
昇
道

〈
組
問
〉

の
そ
れ
を

の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ



で
あ
る
が
、
坊
名
の
比
定
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
G

李
嘉
一
一
一
口
の
設
に
よ
れ
ば
、
巽
島
は
長
藤
一
一
一
年
ハ
八
一
一

と
き
、
界
選
坊
に
住
ん
だ
と
い
う
。
ま
た
在
賢
震
の
瓦
よ
れ

ば
、
李
の
設
を
さ
ら
に
設
展
さ
せ
て
、
長
捷
年
同
ハ
八
二
一
、
Je--

人
一
一
四
〉

か
ら
開
成
元
年
ハ
八
一
一
二
ハ
)
に
い
た
る
十
数
年
間
、

み

つ

づ

け

た

と

す

る

。

は

、

な
る
前
の

に

て

、

完

て

抗

合

に

寄

す

い

く
と
も
あ
る
時
期
、
精
舎
に
住
ん
だ
ら
し
い
。

界
選
坊
主
mn
門
里
〉
の
生
ま
い
は
ま
た
、
賓
自
の
な
か
な
ど
に
、

「
野
是
」
「
原
騒
い
「
原
東
岩
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
Q

友
人

わ
挑
合
は
、
「
買
島
浪
仙
に
響
す
」
詩
の
な
か
で
、
貧
窮
ぶ
り

を
、
衣
の
ご
と
く
散
っ
て
い
る
。

次
巾
宇
脅
施

読
菜
常
告
拾

半
ば
信
施
し

読
菜
は
し嘗
てに
寝自
席時ら
翠F拾
?こι .b
し
て

呈
入
度
り

頒
簸
呈
人
度

敗

壁

第

燈

入

殻

れ

し

護

な

ん

み

や

こ

ま
た
問
じ
詩
室
中
に
は
、
「
居
る
所
は
卒
ね
荒
野
、
寧
ぞ
京
邑
に
在
る

る

11 

蹴
絹
都
銭
安
柴
準
原
詩
考
〈
横
木
〉

に
保
ん
」
と
も
詠
ず
る
。
の
中
に
あ
ち
な
が
ら
、
世
界
的
都
城
の
繁

華
な
雰
閤
気
と
は
全
く
無
縁
の
定
涼
た
る
繁
遊
原
の
地
氏
、
ほ
そ
ぼ
そ

寂

実

た

り

の

下

た

議
山
砥
関
譲
荷
山
は
抵
だ
離
を
矯
つ
る
の
み

と
歌
う
9

荒
原
と
は
、
業
選
原
令
指
す
。
柴
遊
原
の
ほ
と
り
か
ら
は
、

南
の
終
薦
出
の
景
色
が
ま
じ
か
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
同
じ
詩
の
な
か

い

た

ま

す

ま

す

に
は
、
「
輯
昏
鼓
到
ら
ず
、
関
臥
議
=
相
宜
し
」
と
も
あ
る
。
鼓

と
は
、
城
門
・
坊
門
の
開
閉
を
知
ら
せ
る
携
紋
・
暮
鼓
を
指
す
。

こ
う
し
た
紫
遊
原
の
賓
態
は
、
そ
こ
が
月
を
眺
め
る
名
所
と
意
識
さ

れ
た
こ
と
も
関
連
し
よ
う
母
中
患
の
楊
葱
に
は
、
「
柴
遊
園
に
て
月
を

控
一
一
む
」
詩
が
あ
る
。
ま
た
『
績
玄
怪
鋒
h

程
一
…
一
、
張
庚
の
楳
に
は
、
元

和
十
一
一
年
ハ
八
一
七
〉
一
月
八
日
、
張
庚
が
昇
選
勝
の
講
話
で
月
を
眺

め

て

い

る

と

、

に

入

り

、
の
な
か
に
も
、
費
島
の

「

歩

月

逐

襲

、

不

必

柴

滋

原

告

可

以

築

突

い

と
い
い
、
酒
笹
を
開
い
た
話
を
の
せ
る
。
月
影
を
あ
び
つ
つ
探
勝
す
る

場
合
、
坊
内
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
也
の
坊
に
も
わ
た
る
と
き
に

は
、
い
わ
ゆ
る
夜
行
の
禁
に
鰐
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
人
の
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あ

ま

い

い

う

こ

と

も

あ

っ

て

、

京

兆

世

の

管

理

の

ゆ

る
や
か
な
外
の
地
」
で
あ
っ
た
ふ
れ
い
。
閣
外
の
地
と
辻
、
一
較

に
長
安
城
南
よ
り
の
四
坊
分
を
麗
く
指
す
が
、
こ
の
昇
選
務
付
近
も
そ

れ

て

い

た

も

の

て

よ

い

。

挑

合

の

詩
の
、
題
外
の
坊
に

鐸
時
踏
見
開

月
間
を
踏
む

の
匂
が
思
い
お
こ
さ
れ
る
。

住
居
の
搭
官
仰
を
見
て
み
よ
う
。
「
張
籍
・

主
建
に
酬
ゆ
」
詩
に
は
、
「
読
林
荒
宅
金
肢
の
前
い
と
あ
る
。
古

教
と
は
、
秦
漢
以
来
の
歴
史
を
も
っ
、
も
の
ふ
り
た
基
地
i

撚
遊
療
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
歌
津
の
詩
の
「
故
丘
」
に
あ
た
る
(
「
殺
紫
遊
療
b
o

ま
た
賀
島
の
「
銭
鹿
子
に
寄
す
」
詩
に
は
、

由

江

春

水

溝

曲

江

春

水

満

ち
お
れ
神

北

岸

掩

索

開

北

岸

柴

関

掩

ふ

紙
有
曾
都
舎
抵
だ
僧
の
舎
を
隣
す
る
有
り

お
お

全
無
物
挟
山
全
く
物
の
山
を
映
ふ
無
し

と
も
歌
わ
れ
る
。
費
島
の
詩
に
は
、
時
お
り
菌
江
地
が
歌
わ
れ
る
。
こ

れ
は
、
昇
選
坊
の
西
北
棋
に
あ
る
龍
華
尼
寺
の
寓
に
ま
で
、
曲
江
池
の

一
支
流
が
流
れ
て
き
て
い
た
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。
「
隣
人
と
し
て
磐

し
か
い
な
い
い
と
い
う
句
も
注
目
さ
れ
る
。

買
島
の
詩
は
、
孟
郊
の
詩
と
と
も
に
、
「

玉
文
」
〉
と
呼
ば
れ
る
、
あ
る
種
の
盟
か
さ
に
設
け
た
沈
ん
だ
ひ
び
き
を

も
っ
。
そ
の
詩
試
は
、
買
島
の
生
来
の
~
筑
紫
、
脅
話
と
し
て
の
前
半
生

の
経
躍
、
貧
苦
に
あ
え
ぐ
日
常
生
活
な
ど
と
も
礎
接
に
関
連
す
る
で
あ

ろ
う
が
、
柴
選
原
の
ほ
と
り
に
、
図
、
五
十
代
に
わ
た
る
十
年
間
以
上

の
問
、
生
ん
だ
こ
と
、
お
よ
び
、
織
対
潜
原
吋
近
を
一
暗
示
す
る
持
が
多
く

現
存
す
る
と
い
う
ニ
ウ
の
事
費
は
、
葉
遊
原
の
存
在
が
、
痩
費
詩
人
と

し
て
の
質
島
の
詩
践
を
形
成
す
る
要
国
の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
9

繁
華
な
ピ
の
都
の
な
か
と
誌
思
わ
れ
な
い
、
す
さ

ま
じ
き
熊
遊
療
の
環
境
が
、
詩
風
に
聾
し
て
、
濃
密
な
陰
影
を

て
い
る
よ
う
で
あ
る
Q

(
蘇
賦
「
祭
梯
子

も
つ
よ
れ
、
近
く
の
春
明
門
・
延
興
門
付
近
や
曲
江
池
周
議
に
は
、

酒
壌
が
多
い
合
主
憲
物
の
詩
(
「
酒
嬢
符
」
〉
に
み
え
る
高
さ
百
尺
の
酒
柚

だ

ん

ほ

う

け

っ

か

い

せ

ん

は
、
詩
中
の
「
丹
鳳
閥
ハ
大
明
宮
の
正
門
丹
鳳
門
)
を
廻
態
し
、
繁
遊
苑

を
班
援
す
」
の
句
に
よ
れ
ば
、
「
柴
遊
苑
の
北
の
斜
面
の
笠
苧
坊
謹
ち

の
訪
に
立
地
し
て
い
た
」
(
妹
尾
達
彦
「
清
代
長
安
の
盛
ih鋭」

I
〉
で
あ

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
『
類
総
長
安
志
』
餐
七
に
み
え
る
、

娼
脂
襲
、
新
-
説
日
、
在
出
品
平
坊
寵
。
関
一
沌
・
天
費
問
、
皆
妓
舘
信

女
所
岩
G

商
在
山
詩
日
、
少
陵
野
若
者
聾
突
、
不
到
規
脂
甥
翠
設
。



あ
る
。
正
丹
晦
門
院
は
、
の
貞
一
五
蒋
ハ
七
八
九
〉
、
中
和
範
ハ
一
一
月

一
日
〉
が
成
立
す
る
以
前
、
み
そ
、
ぎ
の
行
わ
れ
る
重
要
な
祭
日
で
あ
っ

た
。
社
甫
の
詩
は
、
一
般
に
天
費
十
載
ハ
七
蕊
二
、
四
十
裁
の
と
き
の

作
と
さ
れ
、

業
遊
吉
菌
翠
森
爽

て
注
目
さ
れ
て
く
る
a

燭
蕗
壌
と
裁
翠
披
は
、
李
好
文

の
「
城
南
名
務
官
跡
閤
L

に
も
見
え
る
地
名
で
あ
る
。

は
未
詳
で
あ
る
が
、
引
用
詩
却
の
前
勾
は
、

七
年
作
〉
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
少
援
の

態
物
一
一
時
〈
七
一
ニ
七
?
J
七
九
一
?
〉
の
濯
擦

詣
技
に
あ
る
花
椀
の
巷
で
あ
ろ
う
。

ルス

辺
及
、
江
頭
」
ハ
七
五

は
社
甫
を
指
す
。
意

地
は
、
お
そ
ら
く
姻

に
、
頭
指
と
は
ベ

繁

遊

の

古

関

し

て

森

爽

碧
草
妻
萎
と
し

の
こ

公
子
の

む
か

泰
則
酒
に
裂
い

た
な
ご
こ
ろ

掌
の
如
し

の
匂
で
歌
い
お
こ
さ
れ
る
。
「
山
本
と
し
て
森
爽
L

と
は
、
高
く
き
わ
や

か
に
そ
そ
り
た
つ
形
容
。
古
川
川
幸
夫
蕗
『
社
甫
持
注
』

I
は
、
第
一
一
一
旬

を
、
「
平
審
の
若
草
の
山
の
よ
、
あ
ち
こ
ち
に
野
安
の
席
が
設
け
ら
れ

て
い
る
う
ち
、
地
勢
最
も
高
き
場
所
を
占
め
る
の
は
、
ハ
駄
な
た
れ
公
子
〕

む
し
ろ

の
華
や
ぐ
笹
川
L

と
注
す
る
。
繁
議
開
の
上
か
ら
は
、
泰
山
川
〈
開
中
卒
京
〉

の
農
が
り
ゆ
く
さ
ま
が
怒
か
に
見
わ
た
せ
た
D

築
遊
園
付
近
で
の
華
や
か
な
察
遊
は
、
曲
江
池
の
ほ
と
り
か
ら
、
高

東
の
上
に
か
け
て
藤
範
躍
で
行
わ
れ
た
。
同
じ
一
詩
に
い
う
、

議
所
開
酒
一
宇
如
掌

(8) 

衣
に
、

鰭
れ
た
い
。
章
遠

と
く
あ
る
。

地

と

し

て

の

イ

メ

ー

ジ

ι
つ
い
て

の
逸
文
ハ
曹
一
河
忠
輯
〉
に
は
、
衣
の
ご

ハ
策
遅
園
〉
、
毎
三
月
上
日
・
九
月
重
陽
、
土
女

遊

議

就

比

、

政

験

叫

車

、

車

馬

填

塞

。

続

羅

耀

目

、

馨

朝
土
詩
人
賦
詩
、
翌
日
惇
於
京
語
。
故
社
少
陵
脊
繁
遊
苑

歌

し
て
の
あ
り
さ
ま
を
よ
く
薄
え
る
。
裁

の
重
陽
箆
に
は
、
か
な
り
に
ぎ
わ
っ
た
ら
し
い
。

繁
遊
苑
〈
鵠
〉
の
歌
L

は
、
原
住
に
「
略
目
、
賀
蘭

て
酔
中
の
作
」
と
あ
り
、
正
月
晦
呂
ハ
末
日
〉
の
作
で

艇
の
し
か
し
、
社
市
の

の
楊
長
史

開
銀Zい
践すて
を
舞排之
被ひぬ
鱗主
りえ

信
江
翠
幕
排
銀
踏

排
水
抵
調
舞
袖
議

f民
舘

13 

勝
都
長
安
楽
遊
原
詩
考
ハ
議
木
)



14 

中
鴎
詩
文
論
難

第
六
集

が
措
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
野
宴
を
歌
う
作
品
群
の
な
か
で
、
ほ
ぽ
作
成

年
代
を
確
定
し
う
る
最
も
早
い
詩
辻
、
王
勃
の
「
春
吾
、
繁
遊
園
に
宴

わ
か

し
て
、
韻
を
賦
ち
て
接
の
字
を
得
た
り
」
で
あ
る
。
賦
韻
と
は
、
二
人

以
上
の
作
者
が
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
範
塁
内
か
ら
韻
字
を
分
け
と
っ
て

み

や

こ

競
作
す
る
遊
び
を
い
う
。
詩
は
、
「
式
市
呈
撃
売
量
き
、
一
瞬
皐
春
掌

あ
ま
ね
決
し
」
と
歌
い
お
こ
し
、
や
が
て
詩
作
を
繁
し
む
酒
宴
の
様
子
が
歌
わ

れ
る
。

ハ
コ
帯
利
融
~
制
桝
問
…

-
張
九
齢
・
胡
結
・
王
翰
・
世
怯
向
・
趨
各
議
の
唱

〈
町
文
苑
英
華
』
程
一
七
五
、
窟
)
。
ひ
と
ま
ず
唱
和
詩

も
と
づ
い
て
、
盛

命
仇
、

あ
り
さ
ま
を
か
い

と
あ
り
、
群
臣
が
い

に
、
露
天
の
演
趣
向
場
が
設
け
ら
れ
た
。

句
も
、

E
獣
の
背
上
で
誤
ぜ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
魚
龍
・
蔓
延
の
百
戯

を
い
う
だ
ろ
う
。
野
宴
の
潟
醤
は
、
生
あ
ざ
や
か
な
暮
が
天
高
く
重
な

り
あ
っ
て
い
た
9

も
ち
ろ
ん
、
在
告
の
詩
に
「
花
は
相
醤
の
酔
ひ
を
催

し
、
鳥
は
繁
人
の
弾
ず
る
に
和
す
」
と
も
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
妙
な
る

昔
柴
も
盛
ん
に
演
奏
さ
れ
た
む

症
の
地
が
昔
の
柴
崎
控
苑
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
抜
競
の
「
漢
苑

の
地
」
の
匂
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
の
「
事
合
格
ふ

の
句
も
、

のの

の

お
お
う

落
花
飛
農
産

落
語



ぬ

ぐ

さ

か

ず

き

垂

柳

排

行

傷

垂

柳

行

る

傷

を

排

ふ

と
歌
わ
れ
、
蘇
顛
の
詩
に
は
、
「
下
上
(
一
時
)
花
開
し
く
総
き
、

あ

ま

ね

と

ま

や

柳
遍
く
濃
か
な
り
」
と
も
い
う
。

ち
な
み
に
、
晩
春
三
月
の
柴
遊
原
周
遠
の
風
景
は
、

て、

周
週

張
設
に
よ
っ

魚

戯

芙

蓉

水

魚

は

戯

る

芙

蓉

の

水

鴬

暗

楊

柳

風

鷺

は

暗

く

楊

柳

の

風

と
歌
わ
れ
て
い
る
(
「
三
月
三
十
日
〔
一
作
二
月
三
日
〕
詔
宴
柴
遊
園
賦
得
風

字
」
)
。
曲
江
池
は
蓮
の
名
所
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
春
の
終
り
に
な
る

い
か
ん

と
、
「
那
と
も
す
る
無
し
楊
花
愁
思
を
起
こ
す
を
、
満
天
の
鶏
落

雪
紛
紛
た
り
」
と
い
う
柳
索
の
雪
景
色
が
、
訪
れ
る
人
々
の
春
愁
を
深

め
た
に
違
い
な
い
(
李
頻
「
柴
遊
原
春
墓
」
)
。

ま
た
柴
遊
原
か
ら
の
秋
景
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
中
唐
の
羊
士
誇

は
、
「
柴
遊
原
に
登
り
て
司
封
孟
郎
中
・
度
補
闘
に
寄
す
」
詩
の
な
か

で、

み

や

こ

一
脚
皐
値
宿
雨
紳
皐
宿
雨
に
値
ひ

す
で

曲

水

己

増

波

曲

水

己

に

波

を

増

す

白
鳥
凌
風
週
白
き
鳥
風
を
凌
い
で
週
り

は

す

あ

ら

紅
葉
濯
露
多
紅
き
薬
露
に
濯
は
れ
て
多
し

と
歌
う
(
七
律
の
領
・
頚
聯
)
。
曲
水
と
は
、
曲
江
池
を
指
す
。
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唐
都
長
安
柴
遊
原
詩
考
(
植
木
)

(9) 

多
数
の
人
々
の
つ
ど
う
柴
遊
原
上
の
野
宴
は
、
安
史
の
観
後
、
急
速

に
影
を
ひ
そ
め
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
中
晩
唐
期
、
さ
ま
ざ

ま
な
憂
い
を
い
だ
き
つ
つ
、
た
だ
一
人
で
車
馬
を
騒
っ
て
登
る
人
た
ち

が
急
速
に
増
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
前
章
の
終
り
に
述
べ
た
羊
士
誇
の

ち

ょ

う

よ

ぎ

詩
は
、
「
秋
懐
候
と
し
て
濁
り
過
り
」
し
時
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
銭
起
の
「
柴
遊
原
の
晴
室
、
中
書
李
侍
郎
に
上
る
」
詩
は
、
仕
官

の
希
望
を
訴
え
た
詩
で
あ
り
、
「
爽
気
朝
来
高
里
清
し
、
高
き
に
愚

り
て
一
望
す
れ
ば
九
愁
軽
し
」
と
歌
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
憂
愁
の
詩
人
の
心
に
鋭
く
反
臆
す
る
風
土
|
|
柴
遊
原

は
、
李
商
隠
の
名
作
「
柴
遊
原
」
詩
の
な
か
に
典
型
的
に
表
現
さ
れ

る。

な

ん

な

と

こ

ろ

か

な

向
晩
意
不
適
晩
に
向
ん
と
し
て
意
適
は
ず

騒
車
登
古
原
車
を
騒
り
て
古
原
に
登
る

夕
陽
無
限
好
夕
陽
は
限
り
無
く
好
し

只
是
近
黄
昏
只
是
に
黄
昏
に
近
し

こ
の
詩
は
、
従
来
、
「
蓋
し
唐
の
衰
ふ
る
を
憂
ふ
る
な
り
」
(
察
正
孫

『
詩
林
康
記
』
前
集
巻
六
)
と
い
う
楊
誠
粛
の
評
語
に
端
的
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
唐
朝
の
崩
壊
へ
の
諜
感
を
鋭
く
集
約
し
た
憂
愁
が
内
在
す
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中
題
詩
文
論
議

第
六
集

沈
檎
之
痛
、
繍
緒
紛
来
、
悲
涼
無
隈
。
歎
時
無
宜
帝

可
致
中
興
、
唐
酢
持
論
也
。

と
い
う
評
語
に
も
見
い
だ
せ
る
ハ
朱
鶴
齢
『
筆
註
李
義
山
詩
集
』
に
付
す
沈

厚
壌
の
輯
許
可

と
為
る
む
こ
の
黙
は
、

作
〉
の
な
か
に
も
、
「
孝
宣
ハ
帝
〉
を
柴
遊
ハ
崩
〉
に
京
号
、
衰
緒
ハ
衰
え
た

皇
統
〉
を
詔
い
で
、
以
て
中
興
す
」
と
見
え
て
い
る
。
ま
た
盛
麗
の
一
旦

麗
回
の
前
出
詩
に
も
、
「
(
宣
帝
〉
卒
に
中
興
の
主
と
震
る
」
と
あ
り
、

宣
帝
に
劃
す
る
共
通
し
た
認
識
で
あ
っ
た
。

長
安
域
内
で
地
勢
が
最
も
高
い
柴
遊
原
は
、

の

な

か

つ

っ

と

、

か

っ

一

時

く
い
と
め
た
中
興
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
と
い
う
事
賓
が
、

人
た
ち
の
脳
謹
に
銭
妙
な
影
を
お
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し

和
五
年
ハ
八
一

ov

む
」
詩
で
あ
る
。

獲
上
築
遊
圏

西
宮
一
一
天
目
標

東
北
荷
譲
謁

懐
抱
機
筋
不
仲

下
説
十
二
街

綾
場
開
紅
謹

車
馬
徒
蕗
罷

の
結
び
つ

官ハ東四濁
闘引じ墾り
す繁
f百Jれ遊
ぞば霞
霧f に
入露天上
るた E り
る壊くて
る

心車線十懐5耳
に馬樹二拍;日
親街
し徒紅を欝2
むら塵下ぎ
所2にに麗て
を張関5す伸
見にるれび、
ず議 ばず
ち

る

可

憐

議

北

路

南

北

の

路

高
義
者
何
人
高
蓋
の
者
は
舟
人
ぞ
や

詩
は
、
関
震
な
性
務
の
た
め
に
関
職
に
と
ど
め
お
か
れ
た
孔
戯
の



死
、
お
よ
び
、
友
人
の
の
犠
牲
ハ
凋
補
予
房
式
を
欝
劾
し
た

こ
と
や
賢
官
劉
土
党
と
の
袈
立
)
に
な
っ
て
江
陵
士
曹
参
草
に
在
題
さ
れ

た
事
件
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
生
ま
れ
た
G

震
松
梓
は
、
第
二
句
の
「
天

日
繋
る
」
・
官
、
設
時
の
政
局
を
象
徴
さ
ぜ
た
表
現
と
見
な
し
、
第
一
二
・

四
匂
は
、
朝
廷
が
よ
一
一
小
暗
勢
力
μ

に
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
と

い
う

Q
自
蔚
易
詩
諜
析
巴
。
佐
久
諒
は
、
内
由
業
天
詩
集
』
一
ハ
鰭
園
語

講
文
大
成
〉
の
な
か
で
、
最
後
の
二
句
を
、
「
南
台
見
て
も
北
を
見
て
も

高
車
騒
馬
を
繰
っ
て
時
め
い
て
ゐ
る
者
辻
、
取
る
に
も
是
ら
ぬ
徒
輩
ば

か
り
だ
。
援
嘆
に
堪
へ
な
い
」
と
課
す
る
。
話
時
の
怨
設
者
に
関
す
る

白
居
易
の
痛
烈
な
批
剣
の
口
吻
を
務
機
と
さ
せ
る
語
文
と
い
え
よ
う
。

事
賞
、
こ
の
詩
は
、
の
潟
政
者
た
ち
の
激
し
い
怒
り
を
か
っ
て
い

る
(
岳
居
易

撒
市
議
原
と
致
治
と
の
結
び
つ
き
は
、

と
し
て
繁
遊
旗
に
登
る
一
紹
」

清
時
有
味
是
無
能

社
牧
の

よ
っ
て
、

に
英
輿
に
赴
か
ん

よ
り
緊
街
化
す
る
。

-:;関清
嬉什ま時
を採に
把と讃味
りを有
て愛る
し
静
Iま
f曾
を
愛
す

欲
抱
一
碧
江
海
去

業
遊
康
上
按
一
一
昭
設
昭
陵
を
章
一
一
む

は
、
大
中
四
年
ハ
八
五

O
〉
の
秋
、
社
牧
が
京
官
の
吏
部
員
外
部
か

ら
湖
州
耕
史
へ
騨
任
す
る
と
き
の
作
で
あ
る
〈
百
八
議
〉
。
一
は
、

ん
と
欲
し
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庶
都
長
安
祭
遊
震
詩
考
ハ
植
木
〉

刺
史
の
旗
さ
し
も
の
、
昭
段
と
は
、
患
の
陵
墓
で
あ
り
、

震
か
ら
は
西
北
方
向
に
あ
た
る
。
設
時
社
牧
は
、
「
滞
鎮
の
寂
盾
と

異
民
族
の
侵
入
」
と
い
う
重
要
な
政
治
謀
題
に
制
し
て
献
言
し
た
が
、

首
時
の
開
立
す
る
こ
つ
の
議
渡
の
い
ず
れ
か
ら
も
無
視
さ
れ
た
。
社
牧

の
地
方
へ
の
轄
出
は
、
地
方
官
の
ほ
う
が
牧
入
が
多
い
と
い
う
経
済
的

理
由
の
ほ
か
に
、
こ
う
し
た
震
時
の
致
局
に
山
持
す
る
社
牧
自
身
の
か
怨

み
u
が
張
く
介
荘
し
て
い
た
ら
し
い
む
こ
の
揺
は
、
宋
の
葉
夢
得
撰

訪
ね
林
詩
話
』
巻
中
の
な
か
げ
山
、
「
比
れ
蓋
し
賞
時
記
不
満
な
れ
ソ
。
故
に

末
に
〈
昭
陵
を
議
む
〉
の
句
有
り
い
と
指
摘
さ
れ
、
『
増
註
君
臨
詩
b

程
一
の
天
騒
注
の
な
か
に
も
、

牧
畏
下
位
、
や
営
不
柴
G

重
昭
援
者
、
一
小
得
志
於
時
、
部
忠
明
君

之
世
。
蓋
怨
也
。
首
一
一
一
一
口
誘
時
、
反
欝
也
a

と
見
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
落
第
を
重
ね
た
詩
人
李
洞
は
、
昭
京
り

大
麟
…
一
年
ハ
八
九
二
、
知
賞
理
装
賛
の
集
前
に
、
比
の
時

も

よ

ろ

如
し
得
し
か
ら
ぜ
れ
ば
、
向
山
援
に
働
突
し
て

を
さ
さ
げ
て
い
る
G

お
そ
ら
く
杜
牧

え
て
い

白

岩

易

と

杜

教

の

詩

の

ご

李

高

器

の
「
業
選
原
」
一
一
一
付
ハ
向
挽
意
不
透
)
の
モ
チ
ー
フ
も
、
盟
十
な
る
往
き
て
返

へ
の
4

詠
嘆
を
こ
え
た
、
あ
る
種
の
政
治
的
な
心
暗
と
関
連
す



る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
。
そ

今
日
、
大
中
十
年
(
八
五
六
〉
ご
ろ
〔
最
晩
年
〕
の
作
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
社
牧
詩
の
六
年
後
に
あ
た
っ
て
い
る
。
遊
底
り
地

は
、
晩
唐
期
、
そ
の
名
穏
「
柴
遊
い
と
は
一
畏
農
に
、
に
楽
し
か

ら
ざ
る
と
き
に
訪
れ
る
と
、
被
雑
に
反
悪
し
う

化
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

社
牧
に
は
、
さ
ら
に

陪
に
は
、
著
名
な

や
「
抑
」
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中
議
詩
文
論
議

第
六
集

寓
古
舘
沈
向
此
中

五
段
無
樹
担
秋
風

劉
奔
山
誌
、
こ
の
詩
を

下
)

G

ち
な
み
に
、

よヌ、

高
樹
鳴
蝉
隔
離
虹

柴
遊
票
上
有
岡
県

に
愛
る
」
詩

詩
(
前
引
〉
の
ほ
か
に
、

に
い
う
、

問
題
の り
、
李
商

五岩三高
段取J古
にへ舘
は沈
樹漢し
の家てし
私はて
告風何と此こ
漢を似戸中こ拡
喰起るに烏
唐こ業向設
いすぞかす
無な ふ
し

の
「
築
遊
原
」

も
う
一
首
あ
げ
て
お
こ

高
嶺
の
鳴
蝉

柴
遊
票
上
西
風
脊
り

イ〉

不

故

斜

陽

更

向

東

し

て

更

び

東

に

向

か

は

放

め

ず

義
和
と
は
太
陽
の
講
者
、
虞
泉
と
は
日
、
授
の

(
唐
の
高
組
事
灘
の
詳
を
避
け
る
〉
。

も
は
や

あ
り
、
五
紹
(
向
続
:
・
〉

(
『
李
商
隣
持
続
詮
』
巻
中
〉
C

る

繁

遊

原

は

、

幾

多

の

王

朝

の

興

亡

を

見

つ

づ

け

て

き

た

吉
東
・
荒
探
J

っ
た
。
憲
朝
の
政
犠
辻
安
史
の
範
後
、
急
速
に
衰
、
退

し
て
い
く
。
こ
の
と
き
、
日
患
の
都
域
内
に
あ
っ
て
、
し
か
も
蔀
長
安

の
全
貌
を
く
ま
な
く
見
お
ろ
せ
る
繁
遊
原
の
地
は
、
そ
の
地
理
的
特
殊

性
の
ゆ
え
に
、
空
し
く
経
世
の
忠
に
燃
え
る
憂
愁
の
詩
人
た
ち
の
琴
譲

に
、
複
雑
に
反
醸
し
は
じ
め
る
。
後
ら
は
、
大
明
宮
内
で
く
り
、
返
さ
れ

る
不
毛
な
政
争
や
不
公
平
な
人
事
、
持
政
者
た
ち
の
腐
敗
な
ど
を
憂
え

つ
つ
、
や
が
て
薙
買
に
迫
り
く
る
唐
朝
の
崩
壊
へ
お
の
の
い

た
ら
し
い
。

の
中
興
の
組
、
か
り
の
地
で
あ
る
た
め
に
、

再
興
と
い
う
、
は
か
な
い
一
獲
の
希
議
官
生
み
や
す
い
地
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
都
の
郊
外
に
貼
在
す
る
陵
墓
の
存
在
は
、
こ
う
し

た
甘
や
か
な
夢
を
う
ち
く
だ
く
厳
然
た
る
震
史
的
事
案

lT

亡
や
謀
者
必
衰
の
を
深
く
痛
感
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

の
興



拐
、
繁
遊
服
部
に
登
る
と
い
う
行
惑
は
、
も
は
や
盛
大
な
野
宴
を
意
題
せ

ず
、
時
と
し
て
錨
人
の
境
遇
に
封
す
る
詠
嘆
を
鵡
え
た
、
の
政
治

や
麿
朝
の
賂
来
に
到
す
る
あ
る
識
の
憂
患
が
、
自
然
に

の
歌
誌
へ
と
愛
貌
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

〔注〕

(
1
〉
空
娃
録
い
経
穴
訴
引
吋
即
日
向
安
士
山
』

ハ
2
〉
張
九
齢
「
登
築
遊
掠
春
望
書
欝
」
、
宋
環
「
奉
和
聖
製
同
一
一
桔
己
下

群
官
策
遊
園
事
、
自
居
易
「
立
秩
自
登
機
遊
嵐
、
韓
愈
「
酬
一
一
円
門
虚

四
元
雲
土
〈
院
長
率
秩
作
い
な
ど
。

ハ
3
)

「
李
務
隠
と
築
遊
第
」
(
中
忠
男
究
蕗
先
生
議
書
記
念
論
集
叫
中
東
洋

感
謹
林
論
難
い
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
〉
。

ハ
4
〉
本
稿
の
本
文
・
症
の
な
か
で
鰯
れ
な
い
も
の
の
み
を
あ
げ
る
と
、
袈

変
「
翌
日
登
艶
遊
館
」
、
義
英
寵
「
和
部
館
中
窮
中
重
傷
強
建
築
遊
謀
」
、

張
融
「
登
柴
遊
原
」
な
ど
が
あ
る
〈
作
者
名
を
あ
げ
た
場
合
も
除
く
〉
。

ハ
5
)

張
籍
・
可
空
曙
〈
「
雪
」
)
・
唐
憲
論
・
韓
愈
・
李
向
〈
「
憶
奏
議
」
〉
の

浪
人
。
た
だ
し
李
白
の
昨
は
吉
来
疑
問
で
あ
り
、
し
か
も
認
で
あ
る

が
、
ひ
と
ま
ず
加
え
て
お
く
。
六
普
と
は
李
酪
騒
の
「
柳
」
詩
を
加
え

た
も
の
。

ハ
6
〉
鴻
浩
円
五
籍
生
詩
集
議
注
』
春
一
一
一
参
照
。

ハ
7
〉
吋
協
同
詩
紀
事
い
巻
五
三
に
は
、
末
の
一
一
告
を
「
愛
此
錨
高
野
、
関
来

党
呂
頻
」
に
作
る
。
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唐
都
長
安
柴
選
原
詩
考
(
横
木
〉

(
8
〉
円
週
間
書
』
懇
五
七
下
、
河
患
栢
如
薄
。

ハ
9
〉
こ
の
題
は
清
の
巌
可
均
『
全
演
文
』
巻
一
一
一
に
譲
る
。

ハm
w
)

鰐
捧
『
義
門
襲
警
記
』
語
漠
醤
一
参
問
。

ハ
日
〉
仇
兆
誤
判
社
詩
詳
控
h

巻
二
「
柴
遊
園
歌
い
に
も
、
「
一
宮
治
い
と
注

す
る
。
こ
れ
に
掛
し
て
、
一
九
八
二
年
刊
特
の
朱
碧
蓮
・
主
淑
均
詑
札

牧
詩
文
選
設
い
ハ
上
海
古
籍
出
按
註
〉
は
、
二
か
所
せ
「
月
守
口
w
ど

と
注
す
る
。
単
な
る
誤
解
か
?

ハ
ロ
〉
州
側
覧

八
五
年
、
十
八
J
十
九
五
〉
参
照
。

ハ
日
〉
静
嘉
堂
本
『
太
平
調
覧
』
の
「
引
書
官
い
に
は
、
揚
を
「
揚
」
に
作

る
。
な
お
町
新
膳
書
』
器
五
九
、
義
文
志
コ
一
に
、
「
韓
揚
天
文
喪
集
四

十
巷
い
を
著
録
す
る
。

〈
H
)

吋
太
平
貫
字
詰
h

巻
二
五
、
瀧
州
高
年
憾
の
篠
に
も
、
業
避
難
を

「
在
昇
平
坊
い
と
す
る
。

〈
日
〉
可
擁
鋒
恥
在
七
も
ほ
ぼ
同
じ
。

〈
日
〉
円
歴
史
地
理
h

一
一
一
輯
ハ
上
議
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
一
一
年
〉
。

ハ
げ
〉
武
治
論
空
間
安
露
史
逃
総
ハ
技
商
人
民
出
版
社
〉
に
牧
め
る
「
賄

大
輿
・
唐
長
安
域
内
坊
皇
・
・
王
府
和
ヰ
サ
態
的
分
布
い
の
聞
も
陪

じ。

ハ
上
帯
吉
籍
出
版
社
、

九

可
道
教
と
宗
教
文
化
h

〈
山
崎
〉
拙
稿

〔
卒
刈
出
版
致
、
一
九
八
七
年
〕
〉
参
燕
。

〈
四
〉
「
岩
代
長
安
東
南
協
〈
上
〉
」
(
『
文
博
恒
一
九
八
四
年
一
類
〉



ハ
初
〉
「
説
康
長
安
的
青
門
」
ハ
吋
撃
林
讃
録
』
七
集
、
中
華
護
局
、

一一一年)

ハ
幻
〉
薪
昌
坊
の
背
龍
寺
の
北
の
高
擦
は
、
と
く
に
「
青
蓮
同
」
と
も
呼
ば

れ
た
〈
出
賠
易
「
題
薪
居
寄
元
八
」
〉
。
こ
の
青
龍
間
は
ま
た
、
長
安
の

東
郊
〈
高
年
蘇
長
柴
摺
〉
か
ら
出
土
し
た
張
換
の
纂
誌
銘
に
見
え
る

「
車
内
龍
原
」
と
同
…
の
も
の
で
あ
る
う
勾
文
博
』
一
九
入
一
一
年
一
一
期

に
牧
め
る
賀
梓
域
「
唐
長
安
域
麗
史
興
唐
人
生
活
習
慣
l
謄
代
嘉
一
刊
誌
銘

札
記
之
一
こ
参
照
〉
。

ハ
招
〉
『
玉
海
』
春
一
六

O
、
宮
室
に
「
点
差
地
雨
京
記
、
成
於
開
元
十
年
い

と
あ
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
社
甫
の
「
柴
遊
園
歌
」
(
天
費
十
戦
作
〉

の
記
事
会
}
牧
め
る
逸
文
を
幾
す
こ
と
は
、
一
旦
成
立
後
も
、
増
補
さ
れ

た
こ
と
を
示
そ
う
。

〈
お
〉
『
新
庶
書
h

批
恋
人
一
ニ
、
諸
帝
公
主
停
や
吋
資
治
議
鑑
』
巻
一
一
一

O
勢

照。

ハ
お
〉
倫
w
m
w
参
照
。

〈
お
〉
中
島
敏
夫
・
鴨
川
勝
茂
吋
寝
泊
詩
選
』
中
ハ
謬
mm
研
究
駐
〉
の
蘇
親
持
の

主
参
照
。

ハ
部
〉
請
の
康
隈
帝
『
詞
議
庶
詩
h

〈
一
七
二
一
一
年
作
〉
轡
…
七
・
一
九
の

沈
後
期
・
宋
之
関
空
詩
の
注
に
は
、
前
引
の
吋
新
法
書
』
諸
帝
公
主
俸

を
引
く
。
吋
立
命
舘
文
皐
』
通
巻
一

高
木
正
一
皇
制
持
溜
h
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〈幻〉
ハ
認
〉

一
九
八

四
蹴
(
一
九
六
四
年
〉
。

(
朝
日
新
開
社
、
文
路
本
〉
に
は
、
「
医
院
安

懸
の
南
、
曲
、
江
の
北
に
あ
っ
た
高
原
、
融
市
遊
原
い
と
す
る
(
二
ニ
九

頁
〉
。
た
だ
し
、
踏
代
で
は
長
安
蘇
で
は
な
く
、
高
年
需
で
あ
る
。

〈mm
〉

A
w
m
の
論
文
も
参
照
。

ハ
ぬ
〉
宋
之
間
の
詩
の
解
轄
に
つ
い
て
は
、
金
聖
路
〈
吋
賀
端
蛍
選
批
麗
才
子

詩
』
巷
一
も
務
考
に
な
る
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
金
聖
嘆
全
集
四
〉
。

〈
況
〉
太
卒
公
志
の
南
涯
は
、
韓
患
の
「
遊
太
平
公
主
山
荘
」
詩
の
山
荘
で

も
島
ろ
う
。
清
の
方
世
事
以
来
、
す
で
に
述
べ
た
公
定
の
柴
遊
掠
上
の

観
池
と
し
て
解
縛
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
銭
仲
聯
可
韓
呂
田
齢
詩
繋
年

集
樟
』
の
識
障
に
は
、
韓
愈
詩
の
山
庇
を
、
李
好
文
の
「
填
補
名
勝
吉

勝
樹
」
を
参
照
し
て
、
「
城
南
の
鍛
遊
原
に
在
り
」
と
す
る
。

ハ
鈎
〉
の
ち
、
開
一
疋
末
か
ら
天
賀
認
め
の
宰
相
李
持
議
ぷ
輿
え
ら
れ
た
。

ハ
お
〉
吋
欝
昨
則
元
議
』
義
二
一
一
八
、
管
王
部
擁
表
一
一
。

(
引
討
柿
巴
〉
叫

2点
郷
盟
考
」
男
牧
。

〈
お
〉
『
東
洋
史
研
究
』
四

O
巻
三
続
三
九
八
一
年
〉
。

(
お
〉
諸
代
の
折
麓
府
の
一
つ
に
、
「
築
遜
府
」
が
あ
っ
た
ο

谷
議
光
「
唐

新
鶴
府
考
校
稽
」
〈
吋
一
一
十
五
史
補
語
』
所
牧
〉
に
見
え
る
。

〈
幻
〉
豆
星
回
の
生
帯
し
た
時
代
は
、
従
来
不
明
で
あ
り
、
『
全
農
持
い
に
は

「
無
性
衣
爵
単
可
考
」
(
壱
七
七
七
〉
に
殺
め
ら
れ
て
い
た
。

ハ
諮
〉
叫
ん
臆
人
行
第
錬
b

ハ
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
再
該
)
所
故
。

な
お
虫
7

仲
勉
叫
一
一
ん
和
姓
纂
四
校
記
』
犠
九
も
参
照
。

吉
小
説
鱗
刊
、
認
毅
中
貼
校
、
中
華
番
局
本
。

(

却

)



(
州
制
)
白
岩
易
「
勧
濃
い
、
『
新
患
書
』
枇
知
人
一
一
一
、
諸
帯
公
主
博
、

記
』
巻
二
八
一
一
一
〈
白
行
関

γ
巷一ニ

O
六
ハ
蹴
倒
〉
の
続
器
昭
一
。
ま
た
唐

の
苓
紳
円
ハ
窟
〉
輩
下
歳
時
記
恥
の
謹
文
に
は
、
「
清
明
、
都
人
組
在
廷

輿
円
、
若
人
合
作
吋
内
入
)
出
域
麗
帯
、
事
態
喧
関
」
と
あ
る
会
リ
監

禁
都
雄
『
中
園
古
藤
号
制
の
研
究
i
資
料
復
元
を
中
心
と
し
て
』
所

牧)。

ハ
付
制
〉
高
語
稔
・
西
偶
蹄
務
コ
ハ
襲
・
唐
小
説
集
い
ハ
準
者
研
究
註
、
一
九

八
二
年
〉
の
需
主
(
四
五
八
一
員
〉
参
照
。

ハ
認
〉
『
太
平
襲
記
い
在
四
五
回
、
高
喪
の
棟
。

ハ
川
相
〉
吋
長
江
集
新
校
』
〈
上
梅
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
一
一
年
〉
所
牧
。

(
説
)
注
ハ
話
〉
捗
照
。

ハ
必
〉
詮
(
お
)
参
照
。

(
川
叩
〉
も
と
円
滑
華
皐
報
』
に
渡
来
さ
れ
、
一
九
四
七
年
に
は
期
務
申
書
館

か
ら
車
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

ハ
州
制
〉
吋
中
醤
窒
代
著
名
文
壊
家
評
簿
』
第
二
巻
ハ
呂
懇
鵠
ら
の
頼
、
山
東

教
育
出
銭
枇
〉
所
牧
。

ハ
必
〉
円
mm申
告
克
議
h

餐
五
九
一
一
、
掌
鵡
部
の
曾
昌
一
一
一
年
の
奏
議
に
、
っ
自

威
連
事
〈
安
善
坊
に
あ
り
〉
向
南
一
一
一
坊
、
搭
稿
圏
外
地
い
と
あ
る
。
な

お
布
目
潮
識
・
妹
尾
達
彦
「
唐
代
長
安
の
都
市
形
態
」
(
司
藤
栄
時
代
の

行
政
経
済
地
麗
の
伶
製
、
研
究
成
果
報
告
書
汽
一
九
八
一
年
所
牧
〉

饗
照
。

〈
総
〉
夏
承
薫
「
拙
全
沼
氏
長
慶
集
》
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藤
課
長
安
柴
選
原
詩
考
ハ
犠
木
〉

詩
集
h

中
華
護
局
、
一
九
七
九
年
現
段
〉
饗
照
。

ハ
ぬ
〉
石
田
幹
之
助
「
智
識
の
胡
姫
一
(
卒
凡
社
・
東
洋
文
庫
『
増
-
訂
長
安

の
審
』
所
牧
)
や
向
議
「
時
代
長
安
興
西
域
文
明
」
〈
同
名
書
、
生
活
属

議
書
・
新
知
一
一
一
聯
書
鹿
、
一
九
七
九
年
持
法
所
牧
〉
参
照
。

ハ
日
〉
『
史
流
』
一
一
七
競
ハ
北
海
道
教
育
大
事
史
殿
場
命
、
一
九
八
六
年
)
所

ゐげ問。

(
位
〉
李
肇
盟
諸
践
史
補
』
下
に
、
「
貞
一
克
五
年
、
初
霊
中
和
範
」
と
あ
る
。

ハ
部
〉
問
中
克
己
「
唐
代
の
年
中
行
事
」
(
『
中
圏
の
自
然
と
民
搭
』
、
研
文

出
版
所
数
〉
麻
酔
熊
。
な
お
古
川
孝
次
郎
当
社
甫
詩
詮
』
ー
は
、
吋
新
産

書
』
諸
帝
公
主
薄
に
も
と
e

つ
い
て
、
「
太
卒
公
主
の
掘
っ
た
池
が
、
市

民
の
春
の
み
そ
ぎ
の
場
所
と
な
っ
た
」
と
す
る
が
、
む
し
ろ
慶
大
な
曲

江
地
が
み
そ
ぎ
の
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
嘗
時
、
繁
議
療
と
曲

江
池
は
、
一
つ
の
景
勝
地
と
し
て
意
議
さ
れ
て
い
た
。

〈
弘
〉
吋
杜
甫
詳
注
』
巷
二
、
張
艇
の
設
や
、
四
用
者
文
史
研
究
菌
編
『
社

甫
年
譜
h

な
ど
参
類
。

ハ
部
〉
拙
稿
「
秦
川
と
嶺
川
い
〈
研
文
出
肢
の
「
け
ん
ぶ
ん
い
4
、
一
九
八

六
年
開
牧
〉
参
照
。

ハ
防
〉
「
縁
」
を
「
の
ぼ
る
い
と
す
る
訊
は
、
榊
問
答
一
郎
「
自
本
番
紀
合

都
政
設
」
(
『
一
神
田
喜
一
郎
著
作
集
品
ニ
所
牧
〉
襲
照
。

ハ
訂
)
語
文
都
空
中
勃
詩
解
』
(
青
海
人
民
出
販
註
、
一
九
八

O
年
〉
参
熊
。

ハ
時
〉
こ
の
宴
遊
の
話
時
を
、

2
霊
臼
詮
〈
鏡
』
巻
一
一
七
、
談
叢
で
は
、
開
先
十

七
年
ハ
七
一
一
九
〉
と
す
る
が
、
近
年
、
諌
誼
言
は
開
先
十
八
年
二
月
と
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た
(
『
張
説
年
譜
片
中
文
大
皐
出
版
歌
、
九
八
四

し
か
し
、
唱
和
者
の
…
人
、
蘇
頭
は
関
元
十
去
年
に
浸
し
て
お

り

Q
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
号
、
ま
た
張
九
齢
も
開
元
十
八
年
二
丹
雷

時
、
高
の
洪
舟
に
滞
寵
し
て
い
た
泣
ず
で
島
る
ハ
揚
承
租
『
臨
時
強
子
欝

先
生
九
齢
年
欝
h

、
蓋
湾
商
務
碍
議
舘
、
一
九
八

O
年
参
照
〉
。
そ
れ
で

こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
関
一
克
十
年
代
能
牢
と
推
測
し
た
。

ハ
部
〉
吋
後
漢
書
』
安
警
紀
の
難
病
γ
一
五
年
の
ま
や
、
猿
衡
「
西
京
裁
」
(
『
文

選
包
摂
牧
)
参
照
。

ハ
的
〉
中
患
の
謹
京
は
、
お
し
の
び
で
繁
潜
販
に
遊
ん
だ
〈
『
茜
諸
機
h

巻

一
六
一
一
、
藩
一
家
揚
博
)
が
、
野
裳
は
開
催
し
て
い
な
い
ら
し
い
。

ハmm
〉
後
引
の
白
居
易
「
査
機
漉
閥
繋
」
詩
も
、
一
五
棋
の
唱
和
詩
「
酬
業
天

霊
祭
遊
園
見
撞
」
の
な
か
に
「
昔
君
築
港
閥
、
帳
諮
天
欲
壊
」
と
あ
る
。

ハ
位
〉
「
只
是
」
の
解
轄
に
は
定
設
が
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
苅
汝

呂
田
の
「
就
楚
L

「
正
是
」
と
す
る
設
を
畿
賎
し
て
誤
讃
し
た
ハ
上
溝
欝
書

出
版
枇
部
門
句
麗
詩
鑑
賞
僻
典
b
e

〈
mm
〉
清
の
徐
松
は
・
一
荷
内
ハ
興
捜
宮
〉
を
指
す
と
す
る
〈
吋
耐
震
罰
京
城
坊
考
b

巻
コ
一
〉
が
、
む
し
ろ
東
内
(
大
明
富
〉
で
あ
ろ
う
。

(
M
m

〉
「
開
《
柴
遊
間
》
寄
足
下
詩
、
則
執
致
務
者
拒
腕
突
い
と
あ
る
。

(
侃
〉
社
牧
が
地
方
へ
赴
任
す
る
途
中
、
柴
遊
原
に
た
ち
ょ
っ
た
の
誌
、
そ

の
地
が
長
安
境
の
東
附
肝
心
の
延
輿
門
と
近
か
っ
た
こ
と
と
も
関
連
し
よ

う
。
延
輿
円
か
ら
の
放
立
ち
は
、
王
誰
の
「
別
弟
鰭
袋
、
登
世

藍
田
山
」
や
、
出
農
民
都
「
和
答
詩
」
十
誌
の
序
な
ど
を
参
照
。

ハ
部
〉
小
川
瑳
嶺
「
社
牧
詩
宗
引
序
い
ハ
山
内
春
雄

堂
刊
所
牧
〉
参
間
然
。

ハmm
〉
布
目
潮
滅
・
中
村
議
吋
唐
才
子
博
之
研
究
旬
ハ
汲
古
書
提
〉
義
照
。

(
鎚
〉
諜
新
型
唐
人
絶
句
選
』
(
中
華
議
席
、
一
九
八
二
年
〉
参
照
。

ハ
ω〉
揚
揚
芸
ナ
商
隠
評
簿
h

ハ
江
蘇
人
民
出
張
註
、
一
九
八
一
年
〉
や
董

乃
斌
『
李
商
議
博
h

ハ
陳
鴎
人
員
出
版
社
、
一
九
人
去
年
〉
な
ど
。

ハ
刊
〉
こ
の
監
は
、
、
す
で
に
鴻
浩
『
玉
窓
生
詩
集
議
注
』
巻
三
に
見
え
て
い

る。

ハ
れ
〉
松
村
昂
「
李
商
震
と
築
設
原
い
〔
設
(
3
〉
〕
に
は
、
柴
遊
蕗
が
、
母
大

勢
が
集
ま
っ
て
酒
獲
を
能
す
場
所
、
②
草
環
で
登
っ
て
、
王
制
靭
の
来
し

か
た
行
く
す
え
な
考
え
、
あ
る
い
は
時
間
の
推
移
を
嘆
き
、
お
の
が
人

生

に

思

い

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

嚢
文

※
本
橋
は
、
第
三
十
六
問
東
北
中
間
皐
曾
(
紋
回
大
楼
数
育
事
部
)
で
行

っ
た
毘
題
の
殻
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
ハ
昭
和
六
十
二
年
正
丹
三
十
日
〉
。

ま
た
本
績
の
剖
摘
は
欝
骸
名
、
た
だ
し
字
督
・
学
割
を
表
す
ル
ピ
は
み
な

本
識
に
牧
め
る
こ
葉
の
地
問
は
、
松
滞
友
久
・
橋
本
久
行
判
長
安
・
謡

物
語
』
〈
集
英
社
、
中
閣
の
都
域
シ
リ
i
ズ
、
九
八
七
年
)
に
摘
載

し
た
も
の
を
利
用
し
た
。

※
葉
遊
謀
の
「
悌
一
」
の
字
は
、

字
に
統
一
し
た
。

※ 

一
に
「
瀞
い
に
作
る
が
、
本
稿
で
は
「
遊
〕


